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単位函数の複素積分表示から実積分表示を導くこと
森 光
Deduction of the Real Integral R，句，resentation ot the Unit Function 
from the Imaginary Integral Representation. 
Mituzo MORI 
The unit function is r句，resented by the real integral and the imaginary integral. Then 
the real integral representation is to be deduced from the imaginary integraI. A method is 
shown in the text b∞k of transient phenomenon published by the Institute of Electrical 
Engineers of ]apan. But consider吋pricisel'y this method is wrong. A correct method is 
shown in this paper. 
過渡現象論にラプラス変換 と いうのがある 。 これ は 相当難解なので， 教科書の記載も不完全で
あ り ， 又誤 り の箇所もある 。 以下述べ る のは この一例である 。 単位函数 は 実積分で表示す る こ と も
でき又複素積分で表示す る こ と もできる 。 従って 複素積分表示か ら 実積分表示を導 く こ と ができ る
はずであ る 。 この証明であ る が， 過渡現象論 (電気学会編〕に は 次のようになって い る 。
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(1日が単位函数の 実積分表示である。従って単位函数の 複素積分(1)から実積分間が導かれた。
以上が過渡現象論に記載された誌明である
が
， これを点検してみて容易巴誤りを見出すこと
が
で
きない。しかしどうもおかしい。例えば
百 戸国 pjωt-土::: 1 ニー-dω=1 (t>o)…・………… ・・….... .......・H・....…… … (3)2πj J _ _ 
n:� (抽 と竺dω= 0 (t>o) .. . ... ......... ............... ......... ............(6) 2πjJ一回
(3)十(6)を作ってみる。
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この式は実数の定積分が虚数になっているから誤りである。(3)一(6)から作った(12)も正しいか
どうか。
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函数論の書を見ると次のような実積分がある。
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これは正しい。従ってこれから(12)はf=lの時は成立するし，tの iEの 任意の値に対し ても成立
することが証明されるが， 上記の 証明は誤った操作をした結果偶然結果が正しく出たというにすぎ
ない。
ではどこに誤りがあるか容易に見出すととはできないが， 誤りは証明の 頭初にある。
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うに原点を右にさげている。_jo。からj主軸に沿うて 原点の近くの A点
まで，それから半円上を反時計式にBを通 って C点まで，Cから虚軸に
沿うて +jooまでである。従って-j∞からAまで， cから +j∞ま
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この式の右辺は単位函数の実積分表示である。 よって単位函数の複素積分表示から実積分表示が
導かれた。
